



























ての社会生活を送る上で種々の影響を被ることが懸念されている（Dearden & Becker, 2004）。そ
のような懸念から，それらの国では介護のレスパイトや当事者へのアセスメントや相談といった公
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ヤングケアラー心理尺度改訂版の開発
感情を測定する，ヤングケアラー心理尺度日本語版を開発した。これは Cox & Pakenham（2014）
の Young Carer Of Parent Inventory Revised（YCOPI-R）を邦訳し，それをもとに項目内容を作成









A では .69 ～ .81，Part B では .74 ～ .86が示された。妥当性においても，Part A はヤングケアラー
とそうではない一般青年との各因子得点による有意差の検出から弁別的妥当性によって，Part B



























































































「自覚的成熟（α =.82）」，第6因子は「自分は同い年の人達に比べ , 家族の世話に関して , より多くの
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Table 1　ヤングケアラー心理尺度  Part A 因子分析結果  N=173 最尤法 Promax 回転






いるかを 確認するチェック役を私に頼っている」 1.08 -.11 -.22 .09 .05 -.09
「私がケアしている家族は，買い物や金銭管理の面で私に
頼っている」 .86 -.05 -.09 .05 -.09 .09
「ケアしている家族を助けていることは，私が有給の仕事
に就くことの妨げになっている」 .56 .19 .23 -.11 .06 -.26
「私がケアをしている家族は，私が家事全般を手伝うこと
に頼っている」 .43 .22 .04 -.10 .01 .15
「私はケアをしている家族を助ける必要があり，学校や仕






ような情緒的なサポートを私に頼っている」 -.05 .87 -.26 .11 .03 .12
「他の人は，私がケアをしている相手を助けることの期待
を私に向けている」 -.02 .73 -.07 .10 .02 .13
「私がケアしている相手は，彼らのケアを手伝うことを，
私に頼っている」 .07 .64 -.13 .04 -.02 .26
「自分がしたいことのために使える時間はたくさんある」 -.07 .50 .03 -.13 -.07 -.16
「私はケアしている相手を支えることで，勉強が手に付か
ないほど，疲れ果て，多忙であると感じることがある」 .05 .43 .16 .03 .00 -.06
「ひとりぼっちであると感じることがある」 .19 .42 .32 -.09 .02 .03
「私がより多くの責任を引き受けなければ，私の家はバラ





やりたい多くのことが妨げられている」 -.11 -.20 .94 .15 -.04 .07
「自分の家の事情のために，私は多くの活動をやり損ねて
いる」 .08 .24 .61 -.14 -.01 .07
「自分の気持ちや心配事について話せる人がいたらと思う」 -.21 .13 .49 .35 .12 -.12
「私は，同い年の人達がするような事柄を経験する機会を




「私は自分がケアをしている家族のことを心配している」 -.14 -.07 .21 .83 -.06 -.04
「私は常にケアしている家族の安否を気にかけている」 .15 .20 -.02 .76 -.05 -.09
「私は自分がケアしている家族の身に何が起きるかを案




「自分は，他の同年の人達よりも，より大人っぽいと感じる」 -.08 .03 -.05 -.06 1.08 -.05
「私は，他の同じ年齢の人達と比較して，より大人びてお






多くのことを知っている」 -.15 .05 .05 -.07 .01 .98
「私は同年齢の人たちに比べて，家族周辺のことに対して
より多くの責任を担っている」 .15 .02 .27 .00 .02 .45
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
Ⅰ ― .74 .61 .08 .40 .50
Ⅱ ― .62 .17 .38 .53
Ⅲ ― .11 .40 .49
Ⅳ ― .29 .35
Ⅴ ― .55
Ⅵ ―





　Part Aと同様に,Part B 18項目についても最尤法による因子分析を行った。その結果,3因子解（16
項目）を採用した（Table 2）。第1因子は「誰か他の人が , 私がケアしている相手をケアしてくれれ
ばいいのにと思う」や「ケアをしている相手への援助を , 今よりもしなくて良くなれば良いのにと思
う」といった , 家族へのケア負担の重さから逃避したい感情を反映する8項目で構成されることから ,
「逃避感情（α =.84）」と命名した。第2因子は「自分がケアしている相手をケアすることできるとい
う自信が , 私にはある」「私はケアをしている相手を助けることは得意であるし , 助ける為に何をど
のようにすべきかを熟知している」というような,家族へのケアに対しての積極的な関与とポジティ
ブな感情が反映される5項目で構成されるため ,「積極的関与（α =.75）」と命名した。第3因子は「外
出し楽しんでいると , うしろめたい気持になる」「友人達と外出した際 , 自分はむしろ自宅にいるべ
きなのにと感じる」など3項目で構成され , ヤングケアラーがケアをしていない時の罪悪感を反映す






「誰か他の人が，私がケアしている相手をケアしてくれればいいのにと思う」 .80 -.03 -.13
「ケアをしている相手への援助を，今よりもしなくて良くなれば良いのにと思う」 .75 .01 -.02
「私のことを気にかけてくれる人がいてくれたら良かったのにと思う」 .60 -.04 -.03
「私がケアをしている相手に疾病や障がいがあることは，友人には説明するの
は難しいと思っている」 .52 -.07 .23
「友人を家に招くことが出来たらいいのにと思う」 .51 -.09 .14
「その相手が動揺することを望まないので，私は自分がケアをしている相手に
関する不安や心配を家庭では打ち明けない」 .49 -.01 .22
「私がケアをしている相手の疾病や障がいについて，医者が自分に話したり，
説明してくれたらいいのにと思う」 .48 .27 -.01
「ケアに関して助けが必要な時，他人にケアの手伝いを願い出るのは難しいと




「自分がケアしている相手をケアすることできるという自信が，私にはある」 -.25 .75 .15
「私はケアをしている相手を助けることは得意であるし，助ける為に何をどの
ようにすべきかを熟知している」 .01 .68 .00
「私は自分がケアしている相手を助ける為に，何をするべきかはっきりと分
かっている」 .02 .62 -.01
「私は自分がケアをしている相手の疾病や障がいに関して意思決定するメン
バーの一人である」 .29 .54 -.10
「自分がケアをしている相手の疾病や障がいに関して，より多くの情報を知り




「外出し楽しんでいると，うしろめたい気持になる」 .03 -.10 -.90
「友人達と外出した際，自分はむしろ自宅にいるべきなのにと感じる」 -.21 .13 .49
「家にいて手助けをしていない時，後ろめたさを感じる」 .13 -.11 .47
Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ ― .51 .60
Ⅱ ― .43
Ⅲ ―























Table 3　家族機能と YC 心理尺度，家族ケア状況との相関分析結果
変数 J-ZBI_8
ヤングケアラー 心理尺度 改訂版 「実務的負担」 .60 ***





ヤングケアラー心理尺度 改訂版 「逃避感情」 .65 ***
Part B 「積極的関与」 .20 **
「罪悪感」 .40 ***
*p ＜ .05,**p ＜ .01,***p ＜ .001




















る。ただし，その他の Part A の「安否の心配」「自覚的成熟」「家事への貢献」，Part B「積極的関与」
では妥当性を検討する尺度を本研究では設けていないため，検討は行わなかった
3．尺度のカットオフポイントについて
　介護者の抑うつ症状のカットオフポイントが設定されている J-ZBI_8を状態変数とした ROC 分
析の結果から，本研究ではヤングケアラー心理尺度に関しても，その負担の大きさから抑うつ状態
を呈して要支援状態にあると考えられるヤングケアラーを抽出するためのカットオフポイントの設





























1. 荒井 由美子，田宮 菜奈子，矢野 栄二．（2003）．Zarit 介護負担尺度日本語版の短縮版 （J-ZBI_8） の作成 ―その
信頼性と妥当性に関する検討―．日本老年医学会雑誌，40⑸，p.497-503.
2. Arai & Zari, SH. （2014）. Determining a cutoff score of caregiver burden for predicting depression among 
family caregivers in a large population-based sample. Geriatric Psychiatry, 29⑿ , p.1313-1315.





4. Cox, K. & Pakenham, K. （2014）. Confirmatory factor analysis and invariance testing of the young carer of 
parents inventory （YCOPI）. Rehabilitation Psychology, 59, p.439-452.
5. Okuyama, S. （ 印 刷 中 ）．Development of Young carer psychological scale Japanese version : Reliability and 
validity examination: . International Journal of Brief Therapy and Family science.




年報18奥山氏1C_三[259-268].indd   265 2018/12/11   19:15:19
―　　―266
ヤングケアラー心理尺度改訂版の開発
 This study aims to overcome the two problems that existed on the young carers 
psychological scale developed at Okuyama （in press）, and to prepare a revised version whose 
usefulness has been enhanced in both research and assessment it was. In the conventional 
version, we reexamined the expression of the items that had become double barrel, and newly 
obtained responses to the scale to 173 active young carers. As a result, 6 factors in part A and 3 
factors in part B were found, and the factor contents were changed to the conventional version. 
In addition, we attempted to set a cutoff point which is a criterion for extracting young carers in 
a supporting state in depressed state from the viewpoint of enhancing the usefulness as an 
assessment tool. As a result of the ROC analysis using the short version of the Japanese version 
of the Zarit caregiver burden interview （J-ZBI_8） as the state variable, the “practical burden” of 
part A, “excessive burden” “care role”, “inconvenience”, Part B's “escape feeling”, “guilt feeling” 
when the total of the subscale scores exceeds 64 points, it is considered that there is a risk of 
need support in that Young carers.
Keywords : Young carers, Family caregiver. Caregiver support
Development of Young Carer Psychological Scale Revised Version:
Change of item notation and examination of cutoff point
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年報18奥山氏1C_三[259-268].indd   266 2018/12/11   19:15:19
